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はじめに
　和

わ
歌
か

山
やま

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

では、保
ほ ご

護者
しゃ

の皆
みな

さんに様
さまざま

々な人
じんけん

権問
もんだい

題について認
にんしき

識を深
ふか

めてい
ただくため、保

ほ
護
ご

者
しゃ

用
よう

学
がく

習
しゅう

教
きょう

材
ざい

をシリーズで作
さくせい

成しています。
　私

わたし
たちは、何

なに
かを見

み
たり、聞

き
いたり、感

かん
じたりしたときなどに、「無

む
意
い

識
しき

に“こう
だ”と思

おも
い込

こ
むこと」があります。これを、アンコンシャス・バイアス（unconscious 

bias）と言
い

い、これが基
もと

となり、知
し

らず知
し

らずのうちに他
た

人
にん

を傷
きず

つけたり、自
じ

分
ぶん

や誰
だれ

か
の可

か
能
のう

性
せい

をせばめたりすることがあります。
　この人

じんけん
権学

がく
習
しゅう

パンフレットは、誰
だれ

にでもありうるアンコンシャス・バイアスに気
き

づ
き、話

はな
し合

あ
うことを通

とお
して、保

ほ ご
護者

しゃ
をはじめ、こどもと関

かか
わる多

おお
くの大

おとな
人の皆

みな
さんに、

こどもとの、あるいは大
おとな

人同
どう

士
し

のより良
よ

い関
かんけい

係を築
きず

いてもらいたいという願
ねが

いで作
さくせい

成し
ました。
　保

ほ
護
ご

者
しゃ

学
がっ

級
きゅう

やP
ピーティーエー

TA活
かつどう

動、社
しゃかい

会教
きょう

育
いく

の研
けん

修
しゅう

会
かい

など、多
おお

くの機
き

会
かい

で活
かつよう

用していただき、小
ちい

さな「気
き

づき」から行
こうどう

動を変
か

えていくことで、より良
よ

い社
しゃかい

会を生
う

み出
だ

す力
ちから

になることを
願
ねが

っています。

１ アンコンシャス・バイアスってなに？１ アンコンシャス・バイアスってなに？

２ �アンコンシャス・バイアスについて２ �アンコンシャス・バイアスについて考考
かんがかんが

えようえよう

３ ３ 気気
きき

づき、づき、対対
たいしょたいしょ

処処するためのヒントするためのヒント
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かか

能能
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せいせい
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ひろひろ
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かかかか

わりわり方方
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についてについて話話
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１　アンコンシャス・バイアスってなに？
　アンコンシャス・バイアスとは、日

に
本
ほん

語
ご

で「無
む

意
い

識
しき

の思
おも

い込
こ

み」などとも言
い

われるもの
です。何

なに
かを見

み
たり、聞

き
いたり、感

かん
じたりしたときなどに、「無

む
意
い

識
しき

に“こうだ”と思
おも

い込
こ

むこと」です。
※アンコンシャス・バイアスが潜

ひそ
んでいる可

か
能
のう

性
せい

がある例
れい

 

「夫
おっと

が休
きゅう

日
じつ

の食
しょく

事
じ

を担
たんとう

当している」と話
はな

したら母
ははおや

親から…

ピンク色
いろ

の服
ふく

を選
えら

ぼうとした男
おとこ

の子
こ

に…

女
おんな

の子
こ

みたいじゃない？

本
ほんとう

当にピンクでいいの？

休
きゅうじつ

日くらい休
やす

ませてあげたら？

ダンスを習
なら

いたいと言
い

うこどもに…

本
ほんとう

当に続
つづ

けられるの？

難
むずか

しそうじゃない？

私
わたし

も働
はたら

いてるけど…

「ピンクといえば、女
おんな

の子
こ

の色
いろ

だ」というアンコンシャス・バイアスがあるかもしれません

「うちの子
こ

にはきっと無
む り

理だ」というアンコンシャス・バイアスがあるかもしれません

「家
か じ

事は妻
つま

の仕
し

事
ごと

だ」というアンコンシャス・バイアスがあるかもしれません
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2　アンコンシャス・バイアスについて考
かんが

えよう
　次

つぎ
の家

か
族
ぞく

の会
かい

話
わ

には、どのようなアンコンシャス・バイアスが潜
ひそ

んでいるか、考
かんが

えなが
ら読

よ
んでみましょう。

　また、これはアンコンシャス・バイアスかもしれないと思
おも

った箇
か

所
しょ

に線
せん

を引
ひ

いてみま
しょう。

登
とう

場
じょう

人
じんぶつ

物：母
はは

、父
ちち

、小
しょう

学
がく

５年
ねんせい

生の「ゆうな」、中
ちゅう

学
がく

１年
ねんせい

生の「みずき」
場
ば

　　面
めん

：夜
よる

、自
じ

宅
たく

にて

　　母
はは

「部
へ や

屋の片
かた

づけは終
お

わったの？」
ゆうな「まだ片

かた
づけできてない。」

　　母
はは

「女
おんな

の子
こ

なんだから、つねに部
へ や

屋や身
み

の回
まわ

りをきれいにしておきなさい！」
ゆうな「…はーい。」
　　父

ちち
「明

あした
日の学

がっこう
校の用

よう
意
い

はもう終
お

わった？」
ゆうな「�終

お
わってるよ。そうそう明

あした
日、将

しょう
来
らい

の職
しょくぎょう

業について考
かんが

える授
じゅ

業
ぎょう

があってお
医
い

者
しゃ

さんがゲストで来
く

るんだって。」
　　父

ちち
「そうなんだ。お医

い
者
しゃ

さんでも専
せんもん

門はいろいろあるけど何
なに

科
か

の先
せんせい

生なんだい？」
ゆうな「たしか、外

げ か
科って担

たんにん
任の先

せんせい
生が言

い
ってた。」

　　父
ちち

「�外
げ か い

科医なら、きっと男
だんせい

性のお医
い

者
しゃ

さんだろうね。みずきは将
しょう

来
らい

の職
しょくぎょう

業、何
なに

か考
かんが

えてる？」
みずき「将

しょう
来
らい

の職
しょくぎょう

業か…。実
じつ

は保
ほ

育
いく

士
し

になりたいと思
おも

ってるんだ。」
　　父

ちち
「�保

ほ
育
いく

士
し

…。みずきに向
む

いてるとは思
おも

えないな…。なにより女
じょせい

性が多
おお

い職
しょく

場
ば

だから、人
にんげん

間関
かんけい

係が大
たいへん

変だな。」
みずき「今

いま
からそんなこと言

い
っても仕

し
方
かた

ないよ…」
ゆうな「あ、お母

かあ
さん、明

あした
日お弁

べんとう
当お願

ねが
いね！」

　　母
はは

「明
あした

日早
はや

起
お

きしなきゃ、しんどいわ。」
　　父

ちち
「僕

ぼく
が作

つく
ろうか？」

みずき「ええっ、お父
とう

さん作
つく

れるの？」
　　母

はは
「お父

とう
さんには無

む り
理よ。

　　　　朝
あさ

早
はや

く起
お

きて、頑
がん

張
ば

って作
つく

るわ。」
ゆうな「よろしくね。じゃあ、おやすみ。」
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（１）この家
か

族
ぞく

の会
かい

話
わ

に潜
ひそ

んでいるアンコンシャス・バイアス

●母
はは

：「�女
おんな

の子
こ

なんだから、つねに部
へ や

屋や身
み

の回
まわ

りをきれいにしておきなさい！」

　　　→女
おんな

の子
こ

は身
み

の回
まわ

りの整
せ い り

理整
せいとん

頓をするもの
　　　�整

せ い り
理整

せいとん
頓に性

せいべつ
別は関

かんけい
係あるでしょうか。「女

おんな
の子

こ
だからこうだ」「男

おとこ
の子

こ
だか

らこうだ」といったアンコンシャス・バイアスが潜
ひそ

んでいるかもしれません。

●父
ちち

：「外
げ か い

科医なら、きっと男
だんせい

性のお医
い

者
しゃ

さんだろうね。」

　　　→外
げ か い

科医といえば男
だんせい

性だ
　　　�職

しょくぎょう
業や職

しょく
種
しゅ

に対
たい

して、性
せいべつ

別に関
かん

するアンコンシャス・バ
イアスがあるかもしれません。

●父
ちち

：「みずきに向
む

いてるとは思
おも

えないな…。」

　　　→自
じ

分
ぶん

のこどもは保
ほ

育
いく

士
し

に向
む

いていない
　　　�「自

じ
分
ぶん

のこどもには向
む

いていない」というアンコンシャ
ス・バイアスがあるかもしれません。決

き
めつけは、こど

もの可
か

能
のうせい

性をせばめてしまうかもしれません。

●父
ちち

：「女
じょせい

性が多
おお

い職
しょく

場
ば

だから、人
にんげん

間関
かんけい

係が大
たいへん

変だな。」

　　　→女
じょせい

性同
どう

士
し

は人
にんげん

間関
かんけい

係が大
たいへん

変
　　　�「女

じょせい
性の多

おお
い職

しょく
場
ば

はきっとこうだ」というアンコンシャス・バイアスが潜
ひそ

んで
いるかもしれません。このような決

き
めつけは、こどもに先

せん
入
にゅう

観
かん

を与
あた

えたり、誰
だれ

かを傷
きず

つけてしまったりするかもしれません。

●母
はは

：「お父
とう

さんには（お弁
べんとう

当を作
つく

るのは）無
む り

理よ。」

　　　→お父
とう

さんには、お弁
べんとう

当は作
つく

れない
　　　�「男

だんせい
性には料

りょう
理
り

は難
むずか

しい」、「この家
か じ

事は自
じ

分
ぶん

にしか
できない」といったアンコンシャス・バイアスが潜

ひそ
ん

でいる可
か

能
のうせい

性があります。実
じっさい

際はできるかもしれま
せん。
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●あなた：「みずき」は女
じょせい

性（男
だんせい

性）の名
な

前
まえ

だ。

　　　　　→「みずきさん」は女
じょせい

性（男
だんせい

性）にちがいない
　　　　　ここまでご覧

らん
になって、いかがでしたか？

　　　　　�みなさんは、どちらの性
せいべつ

別を想
そうぞう

像しながら読
よ

んでいたでしょうか。名
な

前
まえ

に
対
たい

するアンコンシャス・バイアスも日
にち

常
じょう

に潜
ひそ

んでいるかもしれません。

「これって、私
わたし

のアンコンシャス・バイアス？」と気
き

づこうとすることを
大
たいせつ

切にしましょう。

（２）�先
さき

ほどの会
かい

話
わ

に潜
ひそ

んでいるアンコンシャス・バイアスに気
き

づかなければ、
この家

か
族
ぞく

にどんな影
えい

響
きょう

が生
しょう

じる可
か

能
のう

性
せい

があるかを考
かんが

えてみましょう。

　　　　　　　　※右
みぎがわ

側の二
に じ

次元
げん

コードを読
よ

み取
と

ると、参
さんこうれい

考例が表
ひょう

示
じ

されます。→  

　　

3　気
き

づき、対
たいしょ

処するためのヒント
アンコンシャス・バイアスのネガティブな影

えい
響
きょう

を防
ふせ

ぐための３つのステップ

 S
ス テ ッ プ

TEP１　気
き

づこうとする
　アンコンシャス・バイアスは自

じ
分
ぶん

では気
き

づきにくいかもしれません。だからこそ、気
き

づ
こうとすることは、大

たいせつ
切なはじめの一

いっぽ
歩です。

　「これって私
わたし

のアンコンシャス・バイアスかも？」と一
いち

度
ど

立
た

ち止
ど

まって振
ふ

り返
かえ

ってみま
しょう。一

ひと
呼
こ

吸
きゅう

おくことで、見
み

方
かた

がかわるかもしれません。
　また、表

ひょうじょう
情が曇

くも
ったり、声

こえ
のトーンが変

か
わったりするなどの相

あい
手
て

が出
だ

す「サイン」は、
アンコンシャス・バイアスに気

き
づくヒントになるかもしれません。
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 S
ス テ ッ プ

TEP２　決
き

めつけない、押
お

しつけない

「決
き

めつけ」の例
れい

　
・普

ふ
通
つう

は〇〇〇だ
・みんな〇〇〇だ
・これがあたりまえだ
・言

い
ってもムダだ

など

「押
お

しつけ」の例
れい

　　　　　
・こうするべきだ
・こうでないとだめだ
・こうあるべきだ
・�みんながやっているのだから、
　あなたもやるべきだ

など

　

「自
じ

分
ぶん

に対
たい

する決
き

めつけ」にも、アンコンシャス・バイアスが潜
ひそ

んでいるかもしれません
・どうせ私

わたし
には無

む り
理だ

・この年
ねん

齢
れい

から始
はじ

めてもきっとうまくいかない
・母

はは
親
おや

（父
ちちおや

親）だから〇〇〇しなければならない　　など

　このような言
こと

葉
ば

を使
つか

っている自
じ ぶ ん

分に気
き

づいたり、思
おも

い浮
う

かんだりした時
とき

には、
立
た

ち止
ど

まり、振
ふ

り返
かえ

ってみましょう。

 S
ス テ ッ プ

TEP３　学
まな

び、話
はな

し合
あ

って対
たいしょ

処しよう  

　自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを家
か

族
ぞく

や友
ゆうじん

人、職
しょく

場
ば

の同
どう

僚
りょう

に伝
つた

え、相
あい

手
て

の意
い

見
けん

を聞
き

いてみましょう。
　話

はな
し合

あ
うことで、お互

たが
いの考

かんが
え方

かた
の違

ちが
いや無

む
意
い

識
しき

の思
おも

い込
こ

みに気
き

がつき、対
たいしょ

処すること
ができるかもしれません。
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4　可
か

能
のう

性
せい

が広
ひろ

がる関
かか

わり方
かた

について話
はな

し合
あ

おう
●あなたがおうちの人

ひと
の立

たち
場
ば

なら、空
くうらん

欄A、Bのところで、こどもにどんな声
こえ

をかけますか？

おうちの人
ひと

：「今
きょう

日、授
じゅ

業
ぎょう

参
さんかん

観でどうして手
て

を挙
あ

げなかったの？」
　　こども：「どうせ僕

ぼく
が言

い
うことは間

ま
違
ちが

ってるし、恥
は

ずかしいから。」
おうちの人

ひと
：「そんなのわからないんじゃない？」

　　こども：「いや、できる子
こ

は最
さいしょ

初からわかっているから手
て

を挙
あ

げられるんだよ。
　　　　　　　僕

ぼく
はそういうタイプじゃない。」

おうちの人
ひと

： 　　

　　　

　

　　　　　　※右
みぎがわ

側の二
に じ

次元
げん

コードを読
よ

み取
と

ると、参
さんこうれい

考例が表
ひょう

示
じ

されます。→  

おうちの人
ひと

：「日
にちよう

曜日
び

、友
ともだち

達と遊
あそ

びに行
い

くんだよね？」
　　こども：「うん、ボーリングに行

い
くことになった。」

おうちの人
ひと

：「え？ボーリングはいやだって言
い

ってなかった？自
じ

分
ぶん

の希
き

望
ぼう

は伝
つた

えたの？」 
　　こども：「…伝

つた
えてない。」

おうちの人
ひと

：　

　　

　　　　　　※右
みぎがわ

側の二
に じ

次元
げん

コードを読
よ

み取
と

ると、参
さんこうれい

考例が表
ひょう

示
じ

されます。→  

A

B



アンコンシャス・バイアスに気
き

づくことで見
み

えてくること

　アンコンシャス・バイアスは、誰
だれ

の中
なか

にもありうるもので、過
か こ

去の経
けいけん

験や見
み

たり
聞
き

いたりしたことに影
えい

響
きょう

を受
う

けています。
　アンコンシャス・バイアスに気

き
づかずにいると、誰

だれ
かの挑

ちょう
戦
せん

の機
き

会
かい

を奪
うば

ってしま
うことにつながったり、自

じ
分
ぶん

自
じ

身
しん

の可
か

能
のうせい

性をせばめてしまったり、新
あたら

しいアイデア
の種

たね
を見

み す
過ごしてしまったり、誰

だれ
かを傷

きず
つけてしまうことにつながるかもしれませ

ん。反
はんたい

対にアンコンシャス・バイアスに気
き

づき、立
た

ち止
ど

まることができれば、新
あら

た
な可

か
能
のうせい

性が見
み

えてくるかもしれません。
　アンコンシャス・バイアスは本

ほんのう
能によるものなので、なくすことはできません。

大
たいせつ

切なのは、気
き

づこうとすることです。その上
うえ

で、改
あらた

めて自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を振
ふ

り返
かえ

った
り、相

あい
手
て

の考
かんが

えをしっかりと受
う

け止
と

めて対
たい

話
わ

を重
かさ

ねたりすることで、自
じ

分
ぶん

や相
あい

手
て

を
縛
しば

っていた見
み

えない枠
わく

から一
いっぽ

歩外
そと

に出
で

ることができます。その一
いっぽ

歩が、新
あら

たな挑
ちょう

戦
せん

を可
か

能
のう

にし、あなたやあなたのまわりの人
ひと

の成
せい

長
ちょう

へとつながっていきます。私
わたし

たち
の可

か
能
のう

性
せい

は、気
き

づきの瞬
しゅん

間
かん

から広
ひろ

がっていくように思
おも

います。
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※�これまでに発
はっ

行
こう

してきた人
じん

権
けん

学
がく

習
しゅう

パンフレット（本
ほん

パンフレットを含
ふく

む。）の内
ない

容
よう

などを県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
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会
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のホームページに掲
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載
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かつ

用
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ください。
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